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６年度企業会計決算輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
辰
柳
敬
一
委
員
長
）
は
、

９
月
11
日
に
各
会
計
の
６
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
、
予

算
が
効
果
的
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業
の
実

施
効
果
や
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

起

債

残

高

自
主
財
源
の
確
保

畜
産
農
家
支
援

防
犯
灯
の
修
繕

柴
田
委
員　
町
税
の
徴
収
率

が
95
・
７
㌫
と
前
年
度
比
で

０
・
６
㌽
上
昇
し
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

住
民
会
計
課
長　
コ
ン
ビ
ニ

納
付
や
口
座
振
替
の
推
進
等

住
民
が
納
税
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
ほ
か
希
望
に
よ

り
訪
問
徴
収
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
町
民
の
納
税
意
識

の
高
さ
と
ご
理
解
、
ご
協
力

が
得
ら
れ
た
結
果
だ
と
考
え

る
。

山
岸
委
員　
各
地
区
か
ら
の

防
犯
灯
の
修
繕
要
望
へ
の
対

応
状
況
は
。

総
務
課
長　
６
年
度
は
30
灯

の
修
繕
を
行
っ
た
。

　
防
犯
灯
の
設
置
か
ら
10
年

程
度
経
過
し
て
お
り
、
修
繕

が
必
要
な
案
件
が
多
く
な
っ

て
お
り
順
次
対
応
し
て
い
る
。

防
犯
灯
の
無
い
箇
所
へ
の
追

加
設
置
は
自
治
会
を
通
じ
て

要
望
を
受
け
て
い
る
。

深
澤
委
員　
畜
産
労
働
力
負

担
軽
減
事
業
の
財
源
と
今
後

の
実
施
予
定
は
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
県
の
地
域
経
営
推
進
費
を

活
用
し
実
施
し
て
い
る
。

　
農
家
の
要
望
も
多
い
事
業

で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向
も

見
な
が
ら
来
年
度
以
降
の
継

続
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

山
崎
委
員　
起
債
残
高
が
こ

こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
将
来
負
担
軽
減

の
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

副
町
長　
老
朽
化
に
よ
る
町

の
公
共
施
設
の
更
新
時
期
が

あ
る
中
、
公
共
施
設
を
計
画

的
に
更
新
す
る
た
め
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
を
平
成
21

年
に
創
設
し
財
源
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
大
型
事
業
に
対
す

る
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
、

交
付
税
措
置
さ
れ
る
過
疎
債

や
辺
地
債
を
活
用
す
る
事
を

基
本
と
す
る
ほ
か
そ
の
時
代

に
合
わ
せ
た
国
の
起
債
事

業
・
対
策
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
更
に
繰
上
償
還
を
平
成
30

年
か
ら
進
め
て
お
り
、
６
年

間
で
合
計
14
億
円
の
繰
上
償

還
を
し
て
い
る
。

病
院
会
計
は
、
事
業
収
益

10
億
３
８
５
４
万
円
に
対
し
、

事
業
費
用
が
11
億
１
９
４
万

円
で
６
３
４
０
万
円
の
純
損

失
を
計
上
、累
積
欠
損
金（
赤

字
）
が
７
億
２
２
５
３
万
円

に
増
加
し
ま
し
た
。

　
年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は
、

１
万
５
８
５
人
で
、
前
年
度

よ
り
９
５
９
人
減
少
、
外
来

患
者
数
も
２
万
５
３
４
４
人

で
、
前
年
度
よ
り
１
８
５
３

人
減
少
し
ま
し
た
。

　
赤
字
決
算
の
主
な
要
因
は
、

患
者
数
減
少
に
よ
る
医
業
収

益
の
減
少
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
施
設

等
確
保
事
業
に
係
る
県
補
助

金
の
皆
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

水
道
会
計
は
、
事
業
収
益

が
１
億
５
３
１
５
万
円
に
対

し
、
事
業
費
用
が
１
億
９
９

８
４
万
円
で
、
４
６
６
９
万

円
の
純
損
失
を
計
上
し
、
赤

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
累
積
欠
損
金

が
２
億
６
９
８
４
万
円
に
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
主
な
要

因
は
、
資
産
の
減
価
償
却
費

が
営
業
費
用
の
54
・
６
㌫
を

占
め
る
ほ
ど
多
額
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
物
価
高
騰
に
よ
る

電
力
費
等
の
施
設
管
理
経
費

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

下
水
道
会
計
は
、
６
年
度
か

ら
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
し

た
。

病
院
会
計
は
、
医
業
収
益

の
減
少
等
に
よ
り
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
、
６
年
度
は
在
宅
ケ
ア
室

を
設
置
し
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

及
び
訪
問
介
護
を
開
始
す
る

な
ど
、
在
宅
医
療
の
拡
充
に

努
め
、
住
民
が
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
国
民
健
康
保

険
葛
巻
病
院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
一
層
の
経

営
改
善
を
望
み
ま
す
。

　
事
業
収
益
が
１
億
５
３
３

５
万
円
に
対
し
、
事
業
費
用

が
１
億
５
１
４
０
万
円
で
、

１
９
５
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
経
営
の
健
全
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
１
０
１
・
3

㌫
と
な
り
、
事
業
に
必
要
な

費
用
を
使
用
料
で
賄
え
て
い

る
状
況
と
さ
れ
る
１
０
０
㌫

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

水
道
会
計
は
、
減
価
償
却

費
が
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
７
年
１
月
に

行
っ
た
料
金
改
定
に
よ
り
料

金
収
入
は
増
加
す
る
も
の
の
、

今
後
も
純
損
失
は
３
０
０
０

万
円
以
上
で
推
移
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
施
設
整
備
を

推
進
す
る
際
に
一
層
の
資
金

計
画
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
に
「
葛
巻
町
水

道
事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
の
実
施
を
望

み
ま
す
。

下
水
道
会
計
は
、
１
９
５
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
な
事
業
継
続
を
し
て
い
く

た
め
に
収
支
均
衡
を
意
識
し

な
が
ら
経
常
費
用
の
抑
制
、

収
支
計
画
の
精
査
な
ど
、
下

水
道
事
業
の
健
全
化
に
関
す

る
取
り
組
み
に
努
め
、「
町

総
合
計
画
後
期
計
画
」
等
に

基
づ
い
た
取
り
組
み
の
実
施

を
望
み
ま
す
。

病　
院　
会　
計

水　
道　
会　
計

下
水
道
会
計

監
査
委
員
の
意
見

葛巻病院の患者数の状況

区分 ６年度 ５年度 比　較

入　院
患者数 10,585人 11,544人 △959人

外　来
患者数 25,344人 27,197人 △1,853人

企業会計決算の状況

区　分
病院会計 水道会計 下水道会計

6年度 ５年度 前年対比％ 6年度 ５年度 前年対比％ 6年度 ５年度 前年対比％
事 業 収 益 (a) 10億3854万円 10億7259万円 △3.2％ １億5315万円 １億5209万円 △0.7％ １億5335万円
事 業 費 用 (b) 11億 194万円 10億8509万円 1.6％ １億9984万円 １億8381万円 8.7％ １億5140万円
純損益 (a)-(b) △6340万円 △1249万円 △414.8％ △4669万円 △3171万円 △47.2％ 195万円

年度末未処理欠損金 △７億2253万円 △６億5913万円 9.2％ △２億6984万円 △２億2315万円 20.9％ 195万円

（税抜き）

※万円未満切捨
※下水道会計は６年度から企業会計に移行

　
６
年
度
は
、
町
で
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
人

口
減
少
対
策
及
び
地
方
創
生

に
関
す
る
施
策
の
ほ
か
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
。
ま
た
、
６
年
度
は
総

合
計
画
後
期
計
画
の
１
年
目

の
年
で
あ
り
、「
い
き
い
き
と

輝
き
続
け
る
”ひ
と“
」「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
”ま
ち“
」

「
地
域
資
源
を
活
か
す
”し

ご
と“
」
を
基
本
目
標
と
し
、

各
分
野
に
お
い
て
ま
ち
づ
く

り
が
一
層
推
進
さ
れ
た
。

　
「
い
き
い
き
と
輝
き
続
け

る
”ひ
と“
」
に
関
す
る
取

組
で
は
、
保
育
園
に
エ
ア
コ

ン
の
追
加
設
置
や
葛
巻
高
校

の
海
外
研
修
の
再
開
に
よ
り

魅
力
化
を
図
る
な
ど
、
子
育

て
環
境
や
教
育
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

”ま
ち“
」
と
し
て
は
、
庁
舎

等
建
設
２
期
工
事
が
完
成
し
、

町
民
の
利
便
性
と
快
適
性
の

向
上
、
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出

が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
地
域
資
源
を
活
か
す
”し

ご
と“
」
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
保
全

特
別
対
策
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

拡
大
に
よ
る
、
よ
り
一
層
の

森
林
整
備
の
推
進
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
町
の
財
政
運
営
に

係
る
各
種
財
政
指
標
も
、
総

じ
て
良
好
な
状
態
が
維
持
さ

れ
て
い
る
。

　
庁
舎
等
建
設
事
業
等
に
よ

り
、
地
方
債
残
高
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の
活

用
の
ほ
か
、
余
剰
財
源
な
ど

を
活
用
し
た
地
方
債
の
繰
上

償
還
や
基
金
へ
の
積
み
増
し

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
財

政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
努

め
て
お
り
、
各
事
業
が
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
約
）

山
崎
邦
廣
議
員


